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「福祉教育プログラム体験」



 　伊賀市社協では、移動に関す
る問題を把握するため、令和５年、
府中地域の「佐那具町老人クラブ
松寿会」参加者 34 名を対象に、
運転免許所持状況やそれぞれが抱
えている問題について、ヒアリン
グ調査を行いました。

　友生地域では、路線バス廃止の可能性があったため、移動手段
は喫緊の課題として、住民の買い物や通院など、移動に関する問
題把握のためのアンケート調査を令和４年度に実施しました。
　その結果、「将来的な不安やちょっとした生活上の困りごとが
出てくる」と回答した人が、ある地域では 80％という結果でした。
そのような困りごとに対して、住民自身が「担い手として協力し
たい」と回答した人が 59.４％いることもわかりました。
　令和５年度には、調査分析結果を住民に説明しました。今後、
移動に関する問題を協議する場づくりや先進地視察を企画しています。

　諏訪地域では、将来的に路線バスが廃止される危機感から、
地域福祉コーディネーターの提案で令和２年に「代替バス検
討委員会」を設立、令和４年からは「住民にやさしい交通と
福祉を考える会」と名称を変更し、自治会役員、民生委員、Ｎ
ＰＯ法人、当事者で構成される協議体に再編されました。
専門家をオブザーバーに迎えて意見交換会等を開催し、新た
な移動手段モデルの立ち上げに向けて協議を続けています。

　地域生活課題解決のための取り組み
の経験や情報を、他地域や団体にも共
有することで、各地の地域実情に応じ
た事業展開がスムーズになります。
　共有の場として、社協が事務局を担う
「地域福祉ネットワーク会議連絡会」の場
を有効活用できるよう、支援しています。

特　集

移動にどのような方が、どの程度お困りかを知る

課題解決に向けて、話し合う

　神戸地区地域運行バス「かんべ北斗号」は、
地域の運営協議会での協議を経て、平成 30
年７月から週１回で試験運行をスタートしま
した。その後、フリー乗降制の導入、令和２
年４月からは週２回運行するなど、地域のみ
なさんにとって利用しやすいよう運行の見直
しを行い、試験運行をスタートしてから２年
９ヵ月を経て、令和３年４月から本格運行に
移行されました。

実践と検証の継続

　玉滝地域では、地域福祉ネットワーク会議
で、住民へのヒアリング調査を行いました。
　その結果、70 歳以上の高齢者を対象に、
制度やサービスで対応が困難なゴミ捨てや草
刈り、買い物や通院の送迎を含む付き添いな
どをボランティアに依頼する生活支援サービ
ス「おたすけ玉ちゃん」が発足しました。
　移動支援は、他の生活支援メニューと同じ
利用料金でサービスが提供できる、市内では
新しい取り組みです。

新たなしくみづくり

地域住民へのニーズの聞き取り（玉滝）

地域福祉ネットワーク会議連絡会 事例報告会

　諏訪地域では、移動交通の仕組みを実践している太子町、名張市、南山城村、
竜王町などの県内外のデマンド交通や住民主体の生活支援サービスなどの先進
地視察をしています。他地域の取り組みを知ることで、例えば買い物支援では、
当初は大型車両で巡回するイメージでしたが、小回りが利く小型車両を活用すれ
ば、ドアツードアでのきめ細かい支援ができるという気付きがあったそうです。

先進事例から学ぶ

住民にやさしい交通と福祉を考える会（諏訪）

免許
非保有者
　6%

免許
返納者
24％

免許
返納検討者
29％

免許
保有者
41%

サロン参加者の
運転免許保有状況

●免許返納を検討している方は、
「同居家族はいるものの、移動し
たいときに移動できなくなる不安
から、手放すことに踏み切れない」
という意見が多くありました。

●運転免許を返納した方は、「家
族・友人などの協力で移動の手段
がある」との回答がありました。

●免許非保有者は、「親族が遠方
に住んでいても必要時には送迎し
てくれる」との回答がありました。

全国的な統計では、65 歳以上の 25.6％、904万人が食料品アクセス困難人口、つまり約４人に１
人が買い物への移動手段に課題を抱えています。（農林水産省 2020 年）　
伊賀市では、最寄りの駅またはバス停までの距離が300ｍ以内の人は、40.２％でした（市民アンケー
ト令和元年）。今回は、地域福祉コーディネーターが、移動困難の課題解決に取り組む地域を支援す
る中で大切だと感じたポイントを、いくつかの地域事例を交えてご紹介します。　

移動困難な方が、日常生活に必要な
移動ができる社会の実現にむけて
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経験や情報を共有する06 令和５年度は、防災の取り
組み発表と、新たに発足し
た「おたすけ玉ちゃん」の
紹介をしていただき、グルー
プで情報交換をしました。

安心して自分らしく生活していくためには「必要な移動ができる」ということはとても重要です。
まずは、自分の住む身近な地域に目を向け、ぜひみんなで一緒に考えていきましょう。

かんべ北斗号試験運行出発式

視察先の調整や、他地
域の取り組みに関する
情報等、気軽にお声掛
けください。

地域福祉コーディネーター
山本哲士

地域福祉コーディネーター
山本哲士

地域福祉コーディネーター
末廣 紀子

サロンのヒアリングでは、運転
免許を返納したばかりの方から、
「今までとは違い、自由に移動出
来ないジレンマがある」という
お話を伺いました。運転免許を
返納しても、移動できるしくみ
の大切さを感じました。
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。
日
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人
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離
婚
率
は
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％
と
な
っ
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お
り
、
３
人
に
１
人
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離
婚

し
て
い
る
状
況
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あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
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収
入
は
平

均
３
７
３
万
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母
子
家
庭
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均
２
７
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っ
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い
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す
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ま
た
、
過

去
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で
、
母
子
世
帯
数
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に
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数
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約
１
・
３
倍
に
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し
て
い
ま
す
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こ
う
し
た
家
庭
の
状
況
は

子
ど
も
た
ち
に
も
影
響
し
、

子
ど
も
の
貧
困
が
改
善
さ
れ

な
い
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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総
務
省
統
計
局
労
働
力
調
査

※
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国
税
庁
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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流
行
や
物
価
の
高
騰
。
日
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住
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私
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ち
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過
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験
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続
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。
こ
れ
は
日
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の
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大
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、
９
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も
が
、
貧
困
家
庭
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っ
て
い
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て
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す
。（※

２
０
２
２
年

国
民
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活
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礎
調
査
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こ
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伊賀市の未来を支えるためにも、みなさまからの支援が必要です。
寄付やボランティアで伊賀市社会福祉協議会の活動を支えていただけませんか？

「子どもの貧困対策」プロジェクト設立募金 募集開始 !!

☎ 0595-33-0064
本部または各地域センター
寄付担当まで

伊 賀 市 社 協
ホームページ
から、クレジッ
トカードでの
寄付もできます※伊賀市社協への寄付は、税制控除の対象となります。

「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と
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内
の
現
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」

伊賀市社会福祉協議会 
ファンドレイジングマネージャー 
一見 俊介

費
し
か
な
く
、
食
費
が
１
人

当
た
り
１
日
１
０
０
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。
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留
ま
ら
ず
、
根
本

治
療
や
予
防
と
な
る
活
動
も

行
い
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
り
、
子
ど
も
が
夢
や
希
望

を
あ
き
ら
め
ず
、
将
来
の
選

択
肢
の
広
が
り
に
繋
が
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

９人に 1 人が貧困の国、日本。

No.217　4 月号　4
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赤い羽根共同募金実績内訳令和 5年度 募金実績

　令和５年度「赤い羽根共同募金運動」並びに、「歳末たすけあい募
金運動」に、市民のみなさまのあたたかいご理解ご協力をいただきま
したことを、厚く御礼申し上げます。
　ご協力いただいた募金は、一旦三重県共同募金会に集められ、社会
福祉協議会をはじめ、福祉施設、ボランティア団体等に配分され、さ
まざまな福祉活動の財源として活用されます。
　また、歳末たすけあい募金は、社会福祉協議会を通じて、令和５年
度の年末年始の食事サービスや世代間交流事業、歳末見舞品等に活用さ
せていただきました。誠にありがとうございました。
　　　 　 三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会　会長　松井 謙二

赤い羽根共同募金
歳末たすけあい募金
実績報告

その他 52,091円
（ガチャガチャ、UMOU他)

イベント募金 201,369円
学校募金  120,362円

総合計
10,771,211円

職域募金
1,181,975円

赤い羽根    
共同募金    

10,771,211 
5,931,403 
952,176 
349,774 
936,014 
1,400,118 
732,212 
469,514 

歳末たすけあい 
募 金      

6,623,068 
4,179,817 
702,610 
213,300 
558,850 
356,991 
611,500 

0 

市総計
上野

いがまち
島ヶ原
阿山
大山田
青山
本部

戸別募金
6,570,650円

法人募金
1,469,706円

令和 5年度

街頭募金565,014円
個人募金 610,044円

単位（円）

広告  三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会からのお知らせ

ダウンジャケット

38枚 

羽 毛 製 品 が
募金になります。

ダウン率
50％以上

穴が
あいている汚れている

綿・ポリエステル
フェザー布団
枕・クッション
は回収できません

○羽毛製品がございましたら、最寄りの伊賀市共同募金委員会窓口（社協各地域センター）
までお持ちください。お持ち込みが困難な場合は、お気軽にご相談ください。
上野地域センター☎21-1112　いがまち地域センター☎45-1012　島ヶ原地域センター☎59-3132
阿山地域センター☎43-1854　大山田地域センター☎47-0780　青山地域センター☎52-2999

   回収された羽毛製品が募金になり、 
  じぶんのまちに使われます。
三重県明和町にある企業「エコランド ( 有 )」が、
使わなくなった羽毛製品を回収し、町内の障がい
者就労支援施設に解体を委託し、大手羽毛メーカー
が洗浄して高品質な羽毛に仕上げます。羽毛製品
をリサイクルすることで、「羽毛の安定供給」や「環
境の保全」「障がい者就労支援」などに貢献し、募
金がじぶんのまちに使われます。

ＵMOU
PROJECTＵ

三重県共同募金会
個人、地域、団体、企業、学校で・・・
羽毛製品の回収に、ご協力ください

濡れている

令和５年 募金実績額 16,960円

ダウン率
50％未満

羽毛布団

54枚

＊季節の変わり目ですね＊

県内市町

実績第6位



青
山
会
場
（
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】
第
２
金
曜
日
（
７
月
12
日
、９
月
13
日
、

11
月
８
日
、
１
月
10
日
、
３
月
14
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
11
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
青
山
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
52-

２
９
９
９

《
３
Ｂ
体
操
教
室
》

　
運
動
が
初
め
て
の
方
や
苦
手
な
方
で
も
、
体

に
無
理
な
く
気
軽
に
体
操
が
楽
し
め
る
教
室

で
す
。
日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
ヒ

ン
ト
を
提
供
し
ま
す
。

【
日
時
】
第
３
水
曜
日
（
５
月
15
日
、
７
月
17

日
、
９
月
18
日
、
11
月
20
日
、
１
月
15
日
、

３
月
19
日
）

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】
伊
賀
市
総
合
福
祉
会
館

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
上
野
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
21
︲
１
１
１
２

《
介
護
・
転
倒
予
防
教
室
》

　

認
知
症
予
防
や
転
倒
予
防
の
話
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
笑
っ
て
楽
し
く
自
宅
で
出
来
る

体
操
を
参
加
者
に
合
わ
せ
て
椅
子
を
使
用
し

て
行
う
教
室
で
す
。

【
日
時
】第
３
水
曜
日（
４
月
17
日
、６
月
19
日
、

８
月
21
日
、
10
月
16
日
、
12
月
18
日
、
２
月

19
日
）

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】
伊
賀
市
総
合
福
祉
会
館

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
上
野
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
21
︲
１
１
１
２

No.217　4 月号　6

●定員30名(定員になり次第締切)
※令和６年度の開催は、
　1回限りです

※申込用紙は伊賀市社協各地域センター窓口設置または
　FAXで送付、伊賀市社協HPからダウンロード可

伊賀市・名張市在住在勤の方 10,000 円
その他の方 12,000 円
いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）
☎33-0064・FAX21-8123

国土交
通

大臣認
定 ❻移動困難

受講料
（資料代を含む）

申込・
問い合わせ先

　 日　時　　 令和６年5月18日（土）・19日（日）8:30～17:30  
     会　場　　いがまち保健福祉センター「愛の里」（愛田 513） ※会場変更する場合あり。

「移動・送迎サービス運転協力者講習」 
「セダン講習」受講者募集！！

２日間受講必要

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
力
の
維
持
・
向

上
や
認
知
症
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
目
的
と

し
て
、
認
知
症
・
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

【
対
象
者
】
概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
教
室
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

《
音
楽
療
法
教
室
》

　
季
節
の
歌
唱
や
懐
か
し
の
歌
謡
曲
を
歌
っ

た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
器
を
一
緒
に
演

奏
し
た
り
す
る
な
ど
、
口
腔
ケ
ア・介
護
予
防・

認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

上
野
会
場
（
小
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】第
２
木
曜
日（
４
月
11
日
、５
月
９
日
、

６
月
13
日
、
７
月
11
日
、
８
月
８
日
、
９

月
12
日
、
10
月
10
日
、
11
月
14
日
、
12
月

12
日
、１
月
９
日
、２
月
13
日
、３
月
13
日
）

※
５
月
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

の
予
定
と
な
り
ま
す
。
中
止
の
際
は
広
報

等
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
～
11
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
上
野
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
21
︲
１
１
１
２

認
知
症
・
介
護
予
防
教
室

受
講
生
募
集

い
が
ま
ち
会
場
（
い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】
第
３
水
曜
日
（
５
月
15
日
、
７
月
17

日
、
９
月
18
日
、
11
月
20
日
、
１
月
15
日
、

３
月
19
日
）

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
い
が
ま
ち
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
45
︲
１
０
１
２

 

島
ヶ
原
会
場
（
島
ヶ
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】
第
１
木
曜
日
（
４
月
４
日
、５
月
２
日
、

６
月
６
日
、
７
月
４
日
、
８
月
１
日
、
９
月

５
日
、
10
月
３
日
、
11
月
７
日
、
12
月
５

日
、１
月
９
日 

※
第
２
木
曜
日
、２
月
６
日
、

３
月
６
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
11
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
ヶ
原
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
59
︲
３
１
３
２

阿
山
会
場
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
や
ま
）

【
日
時
】
第
２
火
曜
日
（
５
月
14
日
、７
月
９
日
、

９
月
10
日
、
11
月
12
日
、
１
月
14
日
、
３
月

11
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
11
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
阿
山
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
43
︲
１
８
５
４

大
山
田
会
場
（
大
山
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
日
時
】
第
３
水
曜
日
（
４
月
17
日
、６
月
19
日
、

10
月
16
日
、
12
月
18
日
、
２
月
19
日
）

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
山
田
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
47
︲
０
７
８
０
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仕事に
いかせ

る‼
★毎月開催★
無料パソコン講座

【ワード】 15日（月）
【エクセル】 17日（水）/22日（月）
【パワーポイント】 24日 （水）
　　時間  10:00～15:15

就職相談・各種講座
利用無料・要予約

♥♥
♥♥

♥♥
♥♥

4月

要予
約 サポステ出張相談（ハローワーク伊賀）
4月16日  火13:00～16:00

15～49歳までの、仕事に就きたいと思っている人と
その家族を応援!
15～49歳までの、仕事に就きたいと思っている人と
その家族を応援!

☎ 0595-22-0039 　 iga-saposute@npo-en.or.jp
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
■開所日／月～金 9:00～17:00  (土・日・祝・年末年始は休み)

  仕事や対人関係の不安を

        抱えていませんか?

「いまの気持ち」を聴かせてください。

サポステでは仕事に就くま
で、自己理解・仕事

理解、ストレスマネジメント、
履歴書・職務経歴

書作成、面接練習など、さま
ざまな就労支援

プログラムを活用してサポ
ートしてます。

　

伊
賀
市
社
協
で
は
、
介
護
保
険
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
訪
問
介
護
事
業
所
を
「
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
部
」「
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
東
部
」「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
南
部
」
の
３
事
業
所
を
設
置
し
て
、

伊
賀
市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
形
で
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、

３
事
業
所
を
「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中

部
」
に
集
約
、統
合
し
、新
た
に
「
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
中
部
」
と
し
て
再
出
発
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
訪
問
介
護
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
令
和
６
年
度
の
報
酬
改
定
に
お
い
て
も

基
本
報
酬
の
減
算
と
な
る
こ
と
、
ま
た
訪
問

介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の
高
齢
化
と

人
材
難
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
現
状

を
改
善
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
維
持
、
向
上
を
め
ざ
し
て
事
業

所
統
合
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
東
部
、
南
部
の
事

業
所
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
立
ち
寄
り
所
と
し
て

活
用
し
、
事
務
機
能
と
人
材
の
一
層
の
活
用

を
可
能
と
す
る
中
部
に
諸
機
能
を
集
中
さ
せ
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
て
ゆ
く
体
制
を
構
築
い
た
し
ま
す
。

社
協
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
所
統
合
の
お
知
ら
せ

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
や
活
動
場

所
へ
の
往
復
の
途
上
の
ケ
ガ
や
損
害
な
ど
、
万

が
一
の
事
故
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。
※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
。

【
対
象
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　

日
本
国
内
に
お
け
る
、
自
発
的
な
意
思
に

よ
り
他
人
や
社
会
に
貢
献
す
る
無
償
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動 

※
実
費
弁
償
の
支
給
は
可

【
年
間
保
険
料
】
基
本
プ
ラ
ン
／
３
５
０
円
、

天
災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン
／
５
０
０
円

【
補
償
期
間
】

　
加
入
日
の
翌
日
～
翌
年
３
月
31
日
ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
地
域
福
祉
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
行
事
に
お
け
る
、
主
催
者

や
参
加
者
の
ケ
ガ
、
主
催
者
の
賠
償
責
任
を

補
償
し
ま
す
。

【
加
入
で
き
る
団
体
】

福
祉
等
に
従
事
す
る
非
営
利
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
市
民
活
動
団
体

【
対
象
と
な
る
行
事
】

地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
と
し
て
国
内
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事

【
補
償
金
額
と
保
険
料
】

行
事
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
先
】

　
伊
賀
市
社
協 

各
地
域
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　

福
祉
・
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、

就
労
を
お
考
え
の
方「
ど
ん
な
お
仕
事
？
」「
資

格
取
得
方
法
は
？
」「
求
人
情
報
を
知
り
た
い
」

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
毎
月 

第
三
月
曜
日

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
賀

　
四
十
九
町
３
０
７
４
ー
２

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】
※
予
約
優
先

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
︲
２
２
４
︲
１
０
８
２

福
祉
･
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高齢化率　　 ▶ 33.9％　(±0％)
後期高齢化率 ▶ 19.1％　(＋0.1％)
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伊賀市の人口 　　 ▶
伊賀市の世帯数 　 ▶
65歳以上高齢者数 ▶
75歳以上高齢者数 ▶
介護保険認定者数  ▶

上之庄健康教室
左から、山崎祐子さん (副代表 )、山崎貴枝さん
(代表 )、山崎信子さん、吉川政人さん(事務局 )

   川合あいあいあいサロン
　メンバー数／ 20 人
　開催場所／川合公民館
　開催頻度／年８回
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〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555
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85,857人 (−97人)
40,560世帯（−4世帯）
29,132人 (＋2人)
16,425人 (＋92人)  
6,165人 (−28人)

数字で見る伊賀市の福祉 令和6年2月末現在 (前月比)

　
表
紙
は
、
小
中
高
等
学
校
の
福

祉
教
育
担
当
教
員
や
福
祉
施
設
等

関
係
機
関
、
地
域
支
援
者
を
対
象

と
し
た
、
福
祉
教
育
推
進
協
議
会

研
修
会
の
様
子
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

後
初
め
て
の
対
面
開
催
で
、
32
名

の
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
教

育
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
し
合

う
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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●活動を始めたきっかけ
　上之庄区は高齢化が約 46％の地域で、2025 年問題、2040 問
題を控え、住民の健康、介護予防への意識を高めていく必要がある
と感じていました。猪田地区の生涯学習に関するアンケートで、「健康」

「介護予防」への関心が高く、伊賀市の介護予防リーダー養成講座
を受講していた 4 名が発起人となって健康教室を始めました。
●活動内容
　月 1 回、身体能力（移動機能）が低下したり認知症にならないこと
を目指したプログラムを行っています。また、健康づくりとは違う形
で社会貢献もしたいと思っていて、２月にはフードドライブをしました。
●今後の抱負
　専門職による出前講座も取り入れて、全世代での生活習慣病予
防活動を進めていきます。また、教室を始めて、自分たちもみんな
と一緒だから運動も続けられ、話もできて楽しいことを実感していま
す。だから、健康教室にとどまらず、世代を超えて誰もが立ち寄り
集える場にしていきたいです。そして、上之庄区のみなさんの健康
増進と介護予防に貢献していきたいです。

　３年前に先輩区長から渡された一冊のファイル、そこには、区の
現状（高齢化比率が一番高い、お一人住まいの方も数軒）と、課題

（出不精にならないよう、誰もが気軽に行ける場の企画が急務）が、
記されていました。それが、私の“見守りネットワーク”との出会
いでした。折しもコロナ禍、何もしなければ川合区も篭り生活が加
速するのでは、と不安に駆られていた昨年２月に、偶々お聞きする
ことができた鞆田・玉瀧地区の見守りネットワーク活動が、川合区
でも、まずやってみよう、と私の背中を押してくれました。
　早速、賛同頂いた数名で意見を重ねて、川合版サロンは：“木曜
午前の開催”“自前のコーヒーマスター” “イベントカラーは黄”な
どを申合せ、昨年１１月２日（木）に第１回、今年３月２８日（木）
に第２回を開催し、約 20 人の方が約２時間過ごしてくれました。
焦らず 慌てず、地道にやってまいります。（川合前区長 町野隆美）
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